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十 一 初 期 利 子 平 成 二 十 五 年 三 月 十 五 日 を 支 払

期 と し 、 次 の 算 式 に よ り 算 出 し

た 金 額 を 支 払 う 。 た だ し 、 支 払

期 が 銀 行 休 業 日 に 当 た る と き

は 、 そ の 翌 営 業 日 に 支 払 う （ 以

下 、 次 号 及 び 第 十 三 号 に お い て

規 定 す る 期 日 に つ い て 同 じ 。 ） 。

額面金額×
0•07

100
×
１
２

十 二 第 二 期 以

後 の 利 子

毎 年 三 月 十 五 日 及 び 九 月 十 五 日

を 支 払 期 と し 、 各 支 払 期 に お い

て 、 そ の 日 以 前 六 月 間 に 属 す る

利 子 を 支 払 う 。

十 三 償 還 期 限 平 成 二 十 七 年 九 月 十 五 日

十 四 償 還 金 額 額 面 金 額 百 円 に つ き 百 円

十 五 払 込 期 日 平 成 二 十 四 年 九 月 十 八 日

十 六 払 込 場 所 日 本 銀 行 の 本 店 又 は 支 店

十 七 中 途 換 金

の 取 扱 い

中 途 換 金 の 買 取 り は 、 平 成 二 十

五 年 九 月 十 五 日 以 後 に お い て 行

う こ と と し 、 そ の 買 取 金 額 は 、

次 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ の 算

式 に よ り 算 出 し た 金 額 と す る 。

^ 平 成 二 十 五 年 九 月 十 五 日 か

ら 平 成 二 十 六 年 三 月 十 五 日 前

ま で の 間 の 場 合

額面金額＋経過利子に相当す
る金額－（利子に相当する金

額×
79•685

100
×２－受入経過

利子に相当する金額）

な お 、 受 入 経 過 利 子 に 相 当 す

る 金 額 は 、 次 の 算 式 に よ り 算

出 し 、 そ の 算 出 結 果 に 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 に は 切 捨

て と し 、 一 円 に 満 た な い 場 合

に は 一 円 と す る 。 た だ し 、 受

入 経 過 利 子 に 相 当 す る 金 額

は 、 個 人 向 け 国 債 の 発 行 等 に

関 す る 省 令 （ 平 成 十 四 年 財 務

省 令 第 六 十 八 号 ） 第 四 条 第 十

二 項 に 規 定 す る 受 入 経 過 利 子

が 発 生 し な い 銘 柄 に つ い て は

零 と す る （ 次 号 に お い て 同

じ 。 ） 。

初期利子支払
期の６ヵ月前
の日から発行

額面
金額×

0•07

G G

100
×
日までの日数

365

_ 平 成 二 十 六 年 三 月 十 五 日 以

後 の 場 合

額面金額＋経過利子に相当す
る金額－利子に相当する金額

×
79•685

100
×２

十 八 中 途 換 金

の 特 例

前 号 に よ る 取 扱 い の ほ か 、 個 人

向 け 国 債 を 有 す る 者 （ 相 続 税 法

（ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 七 十 三 号 ）

第 二 十 一 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す

る 特 別 障 害 者 扶 養 信 託 契 約 の 受

益 者 を 含 む 。 ） が 、 死 亡 し た と き

に は そ の 相 続 人 が 、 又 は そ の 居

住 す る 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 み 、

地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律

第 六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の

十 九 第 一 項 の 指 定 都 市 に あ っ て

は 、 当 該 市 又 は 当 該 市 の 区 と す

る 。 ） の 区 域 に お い て 、 災 害 救 助

法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 十 八

号 ） に よ る 救 助 の 行 わ れ る 災 害

が 発 生 し 、 当 該 災 害 に か か っ た

と き に は 当 該 個 人 向 け 国 債 を 有

す る 者 が 、 平 成 二 十 五 年 九 月 十

五 日 前 で あ っ て も 、 当 該 個 人 向

け 国 債 の 中 途 換 金 を 請 求 す る こ

と が で き る も の と し 、 そ の 買 取

金 額 は 、 次 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ の 算 式 に よ り 算 出 し た 金 額

と す る 。

^ 平 成 二 十 五 年 三 月 十 五 日 か

ら 平 成 二 十 五 年 九 月 十 五 日 前

ま で の 間 の 場 合

額面金額＋経過利子に相当す
る金額－（利子に相当する金

額×
79•685

100
＋経過利子に相

当する金額－受入経過利子に
相当する金額）

_ 平 成 二 十 五 年 三 月 十 五 日 前

の 場 合

額面金額＋経過利子に相当す
る金額－（経過利子に相当す
る金額－受入経過利子に相当
する金額）

十 九 元 利 金 支 日 本 銀 行

払 場 所

諸 事 項

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間

平成２４年（フ）第１５７３号
札幌市白石区北郷３条６丁目２番10号 ウエ
ストウッド106号
債務者 大竹 真二
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１６４７号
札幌市北区新琴似５条８丁目４番５号 ソシ
アルトミイＮＯ．14`15号
債務者 斉藤 和彦
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１６６１号
札幌市豊平区西岡１条４丁目２番46号 フル
ハウス102号
債務者 小西 貴之
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１７７６号
札幌市豊平区豊平５条10丁目４番32号
債務者 寺澤 伸一
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１８２７号
札幌市厚別区厚別中央１条３丁目１番16号
エッセンスひばり202号
債務者 高瀬 美樹
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１８４１号
札幌市厚別区もみじ台西３丁目３番３`308

号
債務者 沓澤 浩
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１８４５号
札幌市白石区平和通15丁目北18番８号 ルミ
エールフィールド102号
債務者 伊藤 正巳
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
平成２４年（フ）第１８７３号
札幌市厚別区大谷地東５丁目６番３号 末広
ハイツ202号
債務者 笹森 隼人
１ 決定年月日時 平成24年９月25日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成24年11月20日まで

札幌地方裁判所民事第４部
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